




Height Index の関連性 
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常成人 10 名（男性 3 名、女性 7 名）とした。本研究の静
的な足部評価方法には AHI を用いた。体重計を用いて被












タ解析には Scilab-5.5.2 と統計 R-3.2.4 を用いた。 
【結果】本研究に参加した被験者は全て正常足（基準値：
10%PWB は 0.275—0.356、90%PWB は 0.251—0.332）で
あった。10%PWB と 90%PWB において、AHI と中足部
回内ピーク値の間に有意な負の相関係数が認められたが
（図 1；r = －0.70、－0.89）、90%PWB がより高い相関
係数を示した（つまり AHI で回内アライメントを示す被
験者は動的なランニング時にも中足部は回内する）。 








ている（Takabayashi et al, 2016）。そのため、中足部回
内においても AHI は関連性を示したと考えられる。 
90%PWB の AHI が中足部回内ピーク値とより高い関
連性を示したことに関して、中足部回内は立脚中期にピー
ク値を示し、その地点の床反力は体重の 100%を超える。
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年代にかけて 12%から 15%と微増であったが、1965 年に
は 30%、1975 年には 65%と拡大し、2009 年には 83％と
なっている４）。平均寿命は 1970 年代では 68.1 歳であっ
たが、1990 年代には 76.3 歳と中米において最も長くな
り、現在はラテンアメリカやアメリカ合衆国よりも長寿と






















図 1 長寿に向けた社会環境要因の特性要因図 
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コスタリカ パナマ ニカラグア ホンジュラス エルサルバドル グアテマラ
平均寿命（歳） 79.4 77.6 72.8 73.1 72.8 71.7
成人男性肥満率（％） 19.2 20.6 10.8 12.4 15.9 13.0
成人女性肥満率（％） 29.5 33.1 23.2 24.1 27.0 23.9
栄養不足の有病率（％） 5.0 9.5 16.6 12.2 12.4 15.6
乳幼児死亡率（％） 8.5 14.6 18.8 17.4 14.4 24.3
1人当たりの総医療費（USD） 970 959 177 212 280 233
10万人当たりの殺人（件） 8.7 17.4 11.5 86.1 41.3 33.5
P−5
